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いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
富
士
山
の
女
人
禁
制

　
富
士
山
は
古
来
女
人
禁
制
の
山
で
あ
り
ま
し
た
。
女
を
「
不

浄
」
と
見
る
考
え
か
ら
、
女
性
が
山
に
登
る
と
天
候
が
不
順
に

な
る
と
か
、
不
作
に
な
る
と
か
い
わ
れ
、
こ
の
禁
制
は
厳
し
く
守

ら
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
た
だ
全
く
登
拝
で
き
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
北
口
の
登
山
道
の
場
合
は
、
普
通
の
年
は
２
合
目

の
御
（
小
）
室
浅
間
社
ま
で
、
60
年
に
一
度
の
御
縁
年
の
年
は

２
合
目
に
あ
っ
た
行
者
堂
で
７
日
間
の
潔
斎
を
す
れ
ば
、
４
合

５
勺
の
御
座
石
浅
間
社
ま
で
の
登
拝
が
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
「
2
合
目
の
御
室
浅
間
社
」
は
現
在
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
勝
山
の
冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
宮

の
こ
と
で
す
。
も
と
は
こ
の
２
合
目
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
保
存

の
た
め
昭
和
49
年
現
在
地
に
移
築
し
ま
し
た
。
御
存
知
の
読
者

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

こ
の
２
合
目
御
室
浅
間
社
旧
地
の
す
ぐ
先
に
橋
が
架
か
っ
て

お
り
、
橋
の
下
に
御
釜
石
が
見
え
ま
す
が
、
昔
は
こ
こ
が
女
性
登

拝
の
結
界
地
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
女
性
の
登
拝
を
禁

止
す
る
「
女
人
追
立
」
と
呼
ば
れ
た
立
札
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
天
保
11
年
（
1
8
4
0
）
に
は
、
女
人
禁
制
の
改
所

（
調
所
）
を
同
じ
２
合
目
に
開
設
す
る
願
書
が
上
吉
田
の
御
師
か

ら
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
人
登
拝
が
天
保
の
飢
饉
を

も
た
ら
し
た
と
す
る
、
全
く
不
合
理
な
発
想
が
こ
の
願
書
提
出

の
背
景
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
一
面
で
、
当
時
女
性
の
富
士
登
拝
の

希
望
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
女
性
達
の
間
で
は
、
そ
れ
が
許
さ
れ
な
い
の
な
ら
、

せ
め
て
御
来
光
や
頂
上
を
拝
し
た
い
と
い
う
願
い
が
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
強
く
起
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
実
は
そ
の
た
め
の
内
密
の
場
所
が
富
士
山
に
は
あ
っ
た
の
で

す
。

 

そ
の
場
所
は
２
合
目
か
ら
東
南
の
方
向
に
あ
た
り
、
お
よ
そ
３

合
目
の
高
さ
に
相
当
す
る
所
で
、
小
高
い
丘
に
な
っ
て
お
り
、
女

性
達
は
（
頂
上
ま
で
登
頂
し
な
い
男
性
も
）
こ
こ
か
ら
富
士
の
絶

頂
を
仰
い
だ
の
で
す
。
現
在
は
木
立
に
囲
ま
れ
す
っ
き
り
と
し

た
展
望
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
当
時
の
状
況
は
異
な
っ
て
い
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
所
か
ら
遥
か
に
頂
上
と
御
来
光

を
拝
し
て
富
士
を
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
女

姓
達
を
思

う
と
、
そ
の

哀
れ
さ
と

と
も
に
慣

わ
し
の
不

条
理
性
を

し
み
じ
み

と
思
い
知

ら
さ
れ
ま

す
。
し
か
も

こ
の
場
所
は
２
合
目
よ
り
上
に
位
置
し
ま
し
た
か
ら
、
当
然
登

拝
禁
止
の
場
所
に
あ
た
り
、
こ
こ
へ
来
る
の
に
は
勇
気
が
必
要

で
し
た
。
多
分
女
性
達
は
急
ぎ
足
で
追
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
登

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
当
時
「
女
人
禅
定
」
と
か

「
女
人
来
迎
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
が
現
在
の
ど
こ

に
あ
た
る
の
か
長
い
間
不
明
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
再
発
見

さ
れ
て
、
昭
和
55
年
に
富
士
吉
田
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
現
在

は
「
女
人
天
上
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
読
者
に
も
一
度

訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
場
所
で
あ
り
ま
す
。

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
女
人
禁
制
が
崩
れ
る
端
緒
と
な
る
事
件
が
お

き
ま
す
。
慶
応
３
年
（
1
8
6
7
）
９
月
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー

ク
ス
夫
妻
に
よ
る
富
士
登
山
で
す
。

　
15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
を
上
表
し
、
江
戸
幕
府
が

名
目
的
に
は
終
わ
る
一
ヶ
月
前
の
こ
と
で
す
。
パ
ー
ク
ス
は
幕

末
史
に
登
場
す
る
著
名
な
人
物
で
す
が
、
パ
ー
ク
ス
夫
妻
の
富

士
登
山
の
希
望
に
対
し
、
こ
れ
を
認
め
れ
ば
女
人
禁
制
を
解
除
す

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、特
に
夫
人
の
登
山
に
日
本
側
が
ど

の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
、
大
変
興
味
を
惹
か
れ
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
私
は
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
後
考
を
待

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
パ
ー
ク
ス
夫
妻
に
は
女
人
禁
制
と
い
う

禁
忌
は
全
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
夫
妻
は

登
山
を
決
行
し
ま
す
。
２
人
は
8
日
に
駿
河
側
の
村
山
口
か
ら

に
ょ
に
ん
お
い
た
て

に
ょ
に
ん
て
ん
じ
ょ
う

に
ょ
に
ん
ぜ
ん
じ
ょ
う

あ
ら
た
め
し
ょ

お
　
し

現在の女人天上

【
9
月
21
日
か
ら
10
月
17
日
ま
で
】

お
め
で
た
（
出
生
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

お
子
さ
ん

父

母

朝
比
奈
一
冴
　
　
利
　
美
　
た
か
み
　
船
津

渡
邊
　
隼
弥
　
　
達
　
也
　
幸
　
子
　
船
津

松
本
　
　
凌
　
　
　
功
　
　
　
文
　
　
船
津

井
出
　
結
子
　
　
　
聡
　
　
陽
　
子
　
船
津

山
涌
　
遥
輝
　
　
　
純
　
　
利
　
恵
　
船
津

五
味
　
星
陽
　
　
一
　
成
　
直
　
美
　
船
津

小
佐
野
　
禮
　
　
広
　
明
　
良
　
美
　
船
津

羽
田
明
日
香
　
　
博
　
正
　
恵
美
子
　
船
津

渡
邉
日
瑶
里
　
　
喜
　
樹
　
美
成
子
　
船
津

土
橋
　
寛
太
　
　
司
　
郎
　
直
　
子
　
小
立

佐
藤
　
杏
胡
　
　
正
　
一
　
千
　
栄
　
勝
山

古
屋
　
泰
暉
　
　
聡
　
士
　
真
優
子
　
勝
山

霜
村
陸
乃
心
　
　
　
孝
　
　
円
　
香
　
大
石

堀
内
　
虹
音
　
　
　
満
　
　
梓
　
実
　
大
嵐

渡
邉
　
正
利
　
74
歳
　
渡
邉
　
　
徹
　
船
津

古
屋
　
善
直
　
80
歳
　
古
屋
　
喜
治
　
小
立

小
林
　
紀
一
　
64
歳
　
小
林
　
　
昇
　
勝
山

外
川
　
光
明
　
59
歳
　
外
川
　
和
也
　
河
口

鈴
木
　
貞
雄
　
94
歳
　
鈴
木
　
直
光
　
河
口

朝
比
奈
み
よ
し
　
74
歳
　
朝
比
奈
庄
吾
　
西
湖
南

渡
辺
　
菊
夫
　
73
歳
　
渡
辺
　
敬
枝
　
大
嵐

い
っ
さ

は
や
み

ゆ
う
こ

せ
い
よ
う

か
ん
た

た
い
き

し
お
ん

あ
こ

あ
す
か

ひ
よ
り

り
く
の
し
ん

は
る
き

や
ま
わ
く

り
ょ
う

れ
い

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）
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10月1日現在
(　)内は前月比

人 口

　男

　女

世 帯

　　24,328

 11,935

 12,393

 8,132

人のうごき人のうごき人のうごき

人 (－4)

人 (＋4)

人 (－8)

戸 (＋2)

日   

時
　
12
月
6
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

　全国に所在する登録有形文化財（建造物）を一斉公開し、あわせて関連行事を開催することにより、登録

文化財の存在と価値を広く周知し、制度の一層の普及・浸透を図ることを目的として行われます。

　公開及び行事に関する情報は文化庁のホームページに掲載されていますが、本町では、井出家住宅主屋

一棟（平成１７年７月１２日登録）が、つぎのとおり公開されます。

登録文化財（建造物）全国一斉公開イベント
～井出家住宅主屋一棟を公開～

いにしえ こ みち

富士河口湖古の小径

登
山
し
て
い
ま
す
。
同
行
者
は
外
国
人
が
17
名
、
警
護
や
人
足
の

日
本
人
を
含
め
ま
す
と
総
勢
1
0
0
名
に
達
し
よ
う
か
と
い
う

多
数
の
人
達
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
一
行
は
9
日
に
駿
河
側
に

下
山
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
須
走
村
・
山
中
村
経
由
で
上
吉
田
村

へ
来
て
、11
日
に
上
吉
田
の
御
師
浅
間
坊
と
上
文
司
に
宿
泊
し
、

谷
村
・
大
月
宿
を
経
て
甲
州
道
中
を
通
っ
て
新
宿
へ
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
パ
ー
ク
ス
達
の
宿
泊
を
記
録
し
た
富
士
吉
田
の
古
文
書
に
は

「
ハ
ル
レ
ー
パ
ル
ク
ス
」「
レ
ジ
　
パ
ル
ク
ス
」
と
夫
妻
の
名
が
見

え
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
パ
ー
ク
ス
達
が
ど
こ
へ
下
り
た
の
か
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
古
文
書
に

は
「
十
一
日
英
国
人
下
山
而
泊
リ
吉
田
口
」
と
い
う
一
文
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
一
文
か
ら
は
、
パ
ー
ク
ス
達
外
国
人
は
駿
河
側
に
は

下
り
な
い
で
、
頂
上
を
越
え
て
11
日
に
吉
田
口
へ
下
山
し
、
須
走

・
山
中
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て
吉
田
へ
到
着
し
て
い
た
日
本
人
同

行
者
と
合
流
し
、
宿
泊
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

 
 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
パ
ー
ク
ス
夫
人
の
富
士
登
山
は
、
女
性
の

富
士
登
拝
を
拒
絶
す
る
理
由
の
喪
失
を
意
味
し
ま
し
た
。
事
実
、

同
年
10
月
に
は
上
吉
田
の
御
師
か
ら
檀
家
の
女
性
の
富
士
登
拝

を
認
め
る
よ
う
願
書
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
登
拝
を
認
め

る
こ
と
に
よ
る
富
士
登
拝
者
の
増
加
は
、
御
師
達
に
と
っ
て
大

き
な
経
済
的
魅
力
で
あ
っ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

 
 

日
本
各
地
の
山
岳
へ
の
女
人
登
山
の
禁
制
が
撤
廃
さ
れ
た
の

は
、
パ
ー
ク
ス
夫
妻
の
登
山
か
ら
４
年
半
を
経
た
明
治
５
年
３

月
の
次
の
太
政
官
布
告
に
よ
り
ま
す
。

 

「
神
社
仏
閣
地
に
女
人
結
界
之
場
所
有
之
候
処
、
自
今
被
廃
止

候
条
、
登
山
参
詣
可
為
勝
手
候
事
」

（
神
社
仏
閣
地
に
女
人
結
界
の
場
所
が
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
が
、
今

よ
り
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
登
山
参
詣
は
勝
手
た
る
べ
く
こ
と
）

　
参
考
文
献
：
『
富
士
吉
田
市
史
』
史
料
編
　
近
世
Ⅰ
・
Ⅲ
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町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
中
村
章
彦

お
し

ニ
テ

佐
藤
　
浩
史
　
＝
　
関
山
亜
貴
美
　
船
津

澤
栗
　
浩
明
　
＝
　
小
野
塚
敦
子
　
船
津

小
嶋
　
孝
治
　
＝
　
奥
秋
　
直
子
　
船
津

外
川
　
洋
一
　
＝
　
太
田
　
　
彩
　
小
立

渡
邉
　
瑞
穂
　
＝
　
小
佐
野
智
子
　
河
口

渡
辺
　
裕
介
　
＝
　
小
池
　
千
春
　
大
嵐

小
宮
　
大
之
　
＝
　
内
田
　
明
子
　
大
嵐

、

場　所 時　間 弁護士相談

町交流
センター

10時
　～14時

10時
　～12時

午後1時
　～4時 午後1時

　～3時
足和田
　出張所

勝山ふれあい
センター

日 時　11月20日(日)

今月の行政相談

心配ごと相談日

■公開日：１２月１日～２６日（要予約）

■所在地：富士河口湖町船津２０

■問合先：所有者　井出常済　７２－００４５

☆個人のお宅ですので必ず予約を入れてからお訪ねください。

☆文化庁ホームページ

　 http:/www.bunka.go.jp/1osirase/20051006_
　 bunkazai_open.html

、
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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ー
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地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時～、日曜・祝祭日　午前8時～

花
仙
陶
芸
教
室

　
　
「
ラ
ン
プ
と
練
込
の
器
」 

展

花
仙
陶
芸
教
室

　
　
「
ラ
ン
プ
と
練
込
の
器
」 

展

展
示
期
間

11
月
10
日(

木)

～
11
月
30
日（
水
）

今
月
の
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平成14年11月26日生まれ

中村　温ちゃん
なかむら あつ

我が家我が家の主役の主役の主役我が家我が家の主役の主役の主役★ ★

※「我が家の主役」は、皆さんの家庭のかわいいお子さんを紹介するコーナーです。
　  小学生以下のお子さんを対象に掲載しますので、掲載希望者は、申し出てください。

平成16年８月２日生まれ

小佐野 蒼汰くん
そうおさの た

健二(父)・由美子(母)〈船津〉

「元気で活発な男の子です。」
「歌にダンス？元気いっぱいの、
　　　我が家のミニままです。」

昌博(父)・佐知子(母)〈河口〉

　
河
口
湖
で
、
室
伏
栄
治
さ
ん
、
辻
優
子
さ

ん
が
主
催
し
て
い
る
陶
芸
教
室
の
生
徒
さ
ん

の
作
品
展
で
す
。

　
町
在
住
の
森
喜
恵
子
さ
ん
、
太
田
け
さ
代

さ
ん
、
倉
澤
い
さ
子
さ
ん
、
加
藤
ま
さ
恵
さ

ん
の
作
品
と
、
そ
の
仲
間
達
の
作
品
が
出
展

さ
れ
ま
す
。

　
陶
器
の
あ
か
り
の
や
さ
し
さ
と
、
練
込
と

い
う
手
法
の
器
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
町
の
企
業
立
地
施
策

に
よ
り
、
こ
の
た
び
松

山
油
脂
株
式
会
社(

本

社･

東
京
都
墨
田
区)

の

船
津
地
区
へ
の
工
場
新

設
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
松
山
油
脂
は
、植
物
エ

キ
ス
や
精
油
を
配
合
し

た
洗
顔
用
透
明
石
け
ん
・
ヘ
ア
ケ
ア
・
ス
キ
ン
ケ

ア
化
粧
品
の
製
造
を
手
が
け
、
そ
の
ど
れ
も
が

有
用
性
の
み
な
ら
ず
、
安
全
と
環
境
に
配
慮
し

た
製
品
ば
か
り
で
す
。

　
新
工
場(

敷
地
面
積
約
１
８
０
０
０
㎡
、
延

床
面
積
約
２
９
０
０
㎡)

は
船
津
財
産
区
有
地

の
美
し
い
カ
ラ
マ
ツ
林
に
建
設
を
予
定
し
、
来

年
２
月
の
第
一
期
操
業
に
向
け
、
透
明
石
け
ん

や
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
の
充
填･

包
装･

検
査
を
担

当
す
る
20
名
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　
経
験
は
不
問
で
明
る
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

に
溢
れ
た
方
、
そ
し
て
新
し
い
工
場
で
一
緒
に

「
ひ
と
と
自
然
に
や
さ
し
い
」
製
品
を
つ
く
り

た
い
と
思
う
方
を
、
富
士
河
口
湖
新
工
場
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。(

な
お
、
来
年
４
月
頃
に
は
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
二
次
募
集
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
）

　
詳
し
い
募
集
要
項
等
に
つ
い
て
は
、
松
山
油

脂
株
式
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
a
t
s
u
y
a
m
a
.
c
o
.
j
p
)

に
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

　
○
電
話
　
０
３
―
３
６
１
３
―
１
３
３
４

　
　
　
　
　
　
　
総
務
経
理
部
（
幡
谷
、
杉
崎
）

松
山
油
脂
株
式
会
社
・
富
士
河
口
湖
工
場
が

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

松
山
油
脂
株
式
会
社
・
富
士
河
口
湖
工
場
が

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
募
集
し
ま
す
。


